カイヨウ ユライ Luteolibacter algae H18 ノ フコイダン テイブンシカ コウソ ニ カンスル ケンキュウ by Nagao, Tatsuhiko
（様式７） 
学 位 論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
 













   委 員 長            大城 隆                      印 
 
  委    員            河田康志                     印   
 
  委    員            岡本賢治                     印 
 
  委    員                                         印 
 
  委    員                                         印 
 
 
 論 文 題 目 
 
 
海洋由来 Luteolibacter algae H18のフコイダン低分子化酵素に関する研究 
                                                             





取り組んだ。すでに単離していたフコイダン分解菌Luteolibacter algae H18 株は、フコイダン分解酵素
を細胞内に有しており、フコイダンの脱アセチル化反応の後に低分子化反応が起こることが提唱され











GH family 107 に属しているが、本酵素はこの family に属する酵素とのアミノ酸配列相同性は 25％以
下と低く、新規なフコイダン分解酵素であると考えられた。 
 以上のように本論文は、フコイダン分解に関与する新しい酵素の遺伝子を特定し、その酵素化学的
性質を明らかにしたものであり、新規多糖分解酵素としての基礎的知見を与えるだけでなく、酵素的
なフコイダン誘導体の調製方法を提示するものとして大きな意義がある。 
 よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。 
 
